
（別紙４）

～ R6年　１１月　３０日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

～ R6年　１１月　３０日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R6年　１２月　２１日

（対象数） 5 （回答数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・複数人員を訪問担当にすることで、多職種で検討してい

く。

2

・人員を増やすことで安定した支援回数を設けることができ

るように取り組んでいく。

3

・訪問先での様子を共有しながら、通所支援でも取り組める

ことを検討していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保育所等訪問に対応できる人材確保

・現在訪問支援を行っているスタッフの帯同を行い、経験を

積むことが出来るように時間の確保

2

3

○事業所名 ことばの教室そらまめキッズ谷山

○保護者評価実施期間 R6年　１１月　１１日

○保護者評価有効回答数

R6年　１１月　１１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R6年　12月　18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R6年　１２月　５日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保育所等訪問の配置数不足 ・人員不足

・専門職（ST)が訪問支援をしている。 ・成果にこだわる支援を意識している。

・ニーズに寄り添う支援をしている。

・要望の日時への調整が可能。 ・訪問先の都合を優先している。

・LINE、電話にて連絡をとっている。

・通所支援と併用している。（併設） ・通所事業所との連携を図っている。

事業所における自己評価総括表公表


